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北海道 東北 関東 中部 北陸 近畿 中国 四国 九州沖縄 合計
2010年 281 256 ▲ 9,366 670 356 932 1,674 1,010 617 ▲ 3,570
2011年 143 1,323 ▲ 3,580 749 436 2,822 1,522 1,139 349 4,903
2012年 149 337 ▲ 4,827 360 429 4,768 1,933 1,215 1,017 5,381
2013年 189 287 ▲ 8,552 432 730 5,382 1,864 1,450 1,595 3,377
2014年 125 211 ▲10,989 178 729 5,089 1,775 1,439 1,052 ▲ 391
2015年 178 173 ▲11,316 623 558 6,683 2,285 1,937 1,175 2,296
2016年 186 415 ▲11,045 538 493 6,011 2,031 1,627 1,538 1,794




関東 中部 近畿 中国 四国 九州沖縄 関東 中部 近畿 中国 四国 九州沖縄
2010年 32,722 14,766 60,014 12,248 7,802 14,800 21.7% 9.8% 39.7% 8.1% 5.2% 9.8%
2011年 37,249 15,068 60,090 11,882 7,598 14,689 23.9% 9.7% 38.5% 7.6% 4.9% 9.4%
2012年 35,727 14,740 60,858 12,054 7,791 14,779 23.1% 9.5% 39.3% 7.8% 5.0% 9.5%
2013年 33,626 14,668 61,175 11,845 7,763 15,095 21.9% 9.6% 39.9% 7.7% 5.1% 9.8%
2014年 32,355 14,264 60,491 11,354 7,452 14,278 21.7% 9.6% 40.6% 7.6% 5.0% 9.6%
2015年 34,078 15,362 62,921 12,290 7,926 14,736 21.8% 9.8% 40.2% 7.9% 5.1% 9.4%
2016年 34,047 14,751 61,152 11,622 7,435 14,570 22.3% 9.7% 40.1% 7.6% 4.9% 9.6%
2017年 34,437 14,790 61,440 11,708 7,345 14,192 22.5% 9.7% 40.2% 7.7% 4.8% 9.3%
（3）　転出数
関東 中部 近畿 中国 四国 九州沖縄 関東 中部 近畿 中国 四国 九州沖縄
2010年 42,088 14,096 59,082 10,574 6,792 14,183 27.2% 9.1% 38.2% 6.8% 4.4% 9.2%
2011年 40,829 14,319 57,268 10,360 6,459 14,340 27.0% 9.5% 37.9% 6.9% 4.3% 9.5%
2012年 40,554 14,380 56,090 10,121 6,576 13,762 27.1% 9.6% 37.5% 6.8% 4.4% 9.2%
2013年 42,178 14,236 55,793 9,981 6,313 13,500 28.1% 9.5% 37.2% 6.7% 4.2% 9.0%
2014年 43,344 14,086 55,402 9,579 6,013 13,226 29.0% 9.4% 37.1% 6.4% 4.0% 8.8%
2015年 45,394 14,739 56,238 10,005 5,989 13,561 29.5% 9.6% 36.5% 6.5% 3.9% 8.8%
2016年 45,092 14,213 55,141 9,591 5,808 13,032 29.9% 9.4% 36.6% 6.4% 3.9% 8.6%
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表 2　地域別有効求人倍率の推移
南関東 東京都 東海 愛知県 近畿 大阪府
2000年 0.55 0.65 0.77 0.74 0.48 0.48
2001年 0.63 0.76 0.80 0.79 0.49 0.50
2002年 0.56 0.70 0.74 0.75 0.45 0.46
2003年 0.67 0.82 0.90 0.96 0.57 0.60
2004年 0.91 1.15 1.22 1.40 0.78 0.84
2005年 1.11 1.38 1.41 1.67 0.92 1.01
2006年 1.25 1.58 1.56 1.85 1.08 1.22
2007年 1.14 1.38 1.58 1.95 1.09 1.26
2008年 1.01 1.25 1.32 1.61 0.87 0.94
2009年 0.53 0.67 0.50 0.55 0.49 0.51
2010年 0.52 0.65 0.59 0.64 0.52 0.52
2011年 0.64 0.82 0.77 0.87 0.63 0.65
2012年 0.79 1.08 0.97 1.12 0.74 0.77
2013年 0.94 1.33 1.11 1.31 0.87 0.95
2014年 1.13 1.57 1.33 1.53 1.01 1.11
2015年 1.27 1.75 1.41 1.54 1.11 1.20
2016年 1.46 2.01 1.53 1.63 1.27 1.38
2017年 1.57 2.08 1.71 1.82 1.44 1.57
2018年 1.63 2.13 1.85 1.95 1.59 1.76
（出所）厚生労働省「毎月勤労統計調査」各年版より筆者作成
4．おわりに
本稿の分析で得られた結論は以下の通りである。
1） 三度目の人口の都市部集中期であるⅢ期（1996年以降）においても関西は圏域全体として
転出超過状態であるが、中心部としての大阪府は2011年以降転入超過が続いている。21世紀
に入って各都市圏ともに中心部への人口流入が強まっており、人口の都心回帰の時代が始まっ
たといえる。
2） 日本全体に都道府県間移動者は年々減少しており、三大都市圏においても転入、転出両方
の減少傾向が続いてきた。しかし、2010年代になって各都市圏ともに転入、転出が横ばい状
態となり、転入が転出を上回る転入超過状態が続いている。
3） 関西について転入元、転出先の地域を見ると、東京圏に対して転出超過が続いている。そ
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関西における最近の人口移動動向
れ以外の地域に対してはおおむね転入超過である。2010年代に入って関西中心部の大阪府は
周りの各府県から転入超過となり、これが近年の人口の都市部集中の主因であると考えられる。
本稿では2000年以降の人口の都市部再集中について関西（大阪圏）を中心に人口移動の転入
と転出の動きからその特徴を検討してきた。より詳細な属性別の動向や移動要因の検討が今後
の課題となる。
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